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市内公共施設の年末年始の休所・休館
施　設　名 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪～

3日㈯ 4日㈰ 5日㈪

市役所
保健福祉センター ※1 ※1 ※1
健康増進ルーム
福祉センター
公民センター ●
西白井複合センター ● ●
白井駅前センター ●
冨士センター ● ● ●
桜台センター ● ●
白井コミュニティセンター
文化会館
図書館 午後7時まで 午後5時まで
郷土資料館

プラネタリウム館 投映時間
11：30・13：30

白井運動公園
※1は利用者登録をしている団体などに限り、事前予約の上会議室などの貸し出しが
可能です。●は住民票や印鑑登録証明書などの発行はできます。土・日曜日は戸籍関
係の発行はできません。各センターの図書室は29日㈪から3日㈯までが閉室となりま
す（公民センターの図書室は28日㈰から4日㈰までが閉室となります）。

　
広
報
し
ろ
い
の
1
年
の
出
来
事
を

振
り
返
り
、
主
な
話
題
を
掲
載
し
ま

す
。（
カ
ッ
コ
内
の
月
は
掲
載
月
）

●
4
月
か
ら
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
に
関
す
る
事
務
処
理
市
に

（
3
月
）

●
白
井
総
合
公
園
オ
ー
プ
ン
（
4
月
）

●
し
ろ
い
ふ
る
さ
と
大
使
創
設（
4
月
）

●
平
成
27
年
度
以
降
の
北
総
線
通
学

定
期
運
賃
現
状
維
持
（
5
月
）

●
庁
舎
整
備
基
本
計
画
決
定
（
5
月
）

●
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
を
迎

え
る
（
7
月
）

●
白
井
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を

策
定
（
8
月
）

●
し
ろ
い
高
齢
者
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト

発
足
（
8
月
）

●
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
工
事
（
8
月
）

●
総
合
計
画
・
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
に
向
け
た
勉
強
会
と
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
結
果
報
告
（
9
月
）

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
　
内

線
3
3
7
2

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.767
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平成 26年
（2014 年）

平常通り
休所・休館

白
井
市
第
5
次
総
合
計
画

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
、
新
た
な
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
5
次
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
意
識
調
査
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
勉
強
会
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
審
議
会
に

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
（
素
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。（
詳
細
は
2
・
3
ペ
ー
ジ
）　

第
5
次
総
合
計
画
と
は

　
第
5
次
総
合
計
画
は
、
市
の
行
政

運
営
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
最
上
位
に
位
置
す

る
計
画
で
す
。
平
成
28
〜
37
年
度
の

10
年
間
で
、
白
井
市
を
ど
の
よ
う
な

ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
の

か
を
、
総
合
的
・
体
系
的
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
行
政
運
営
の
指
針
と
な

〜
基
本
構
想
（
素
案
）
に
ご
意
見
を
〜

る
も
の
で
す
。
体
系
は
大
き
く
分
け

て
「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実

施
計
画
」
で
構
成
し
ま
す
。（
左
下

図
参
照
）

【
計
画
の
特
徴
】

◆
戦
略
性
の
高
い
計
画

　
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
つ
つ
、
限
り
あ
る
資
源
で
多

様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
網
羅
し
た
総
合
計

画
で
は
な
く
、
未
来
に
視
点
を
置
き
、

目
指
す
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
「
選
択
と
集
中
」
に

よ
り
明
ら
か
に
し
た
「
戦
略
的
」
な

総
合
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

◆
実
効
性
の
高
い
計
画

　
社
会
経
済
環
境
の
変
化
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
動
向
を
的
確
に
捉
え
、
取

り
組
み
の
優
先
度
の
明
確
化
、
財
政

見
通
し
や
予
算
と
の
整
合
性
の
確
保
、

進
行
管
理
が
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
、

管
理
責
任
の
明
確
化
、
実
施
計
画
に

よ
る
具
体
化
な
ど
、
実
効
性
の
高
い

総
合
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

◆
分
か
り
や
す
い
計
画

　
市
民
と
行
政
が
将
来
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
、
地
域
な
ど
全
て

の
「
白
井
づ
く
り
」
の
担
い
手
が
一

緒
に
な
っ
て
考
え
、
行
動
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
示
し
、
市
民
に
身
近

で
、
職
員
に
も
活
用
し
や
す
い
総
合

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
声
を
反
映
し
た
計
画

　
住
民
意
識
調
査
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
市
民
の
意
見
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
勉
強
会
や
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
市
民
と
行
政
、
市

民
同
士
の
対
話
を
重
視
す
る
な
ど
、

市
民
の
声
を
反
映
し
た
総
合
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
と
は

　
基
本
構
想
は
市
の
望
ま
し
い
将
来

の
姿
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
「
基

本
理
念
」「
将
来
像
」、
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
の
「
基
本
的
視
点
」
と

「
重
点
戦
略
」、「
将
来
人
口
」、「
将

来
都
市
構
造
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い

　
第
5
次
総
合
計
画
基
本
構
想
（
素

案
）
に
対
す
る
意
見
を
、
平
成
27
年

1
月
13
日
㈫
ま
で
募
集
し
ま
す
。

　
素
案
は
、
企
画
政
策
課
窓
口
、
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
提
出
方
法

　
市
役
所
や
各
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
た
所
定
の
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）
に

記
入
の
上
で
意
見
回
収
箱
へ
投
函
す

る
か
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
企
画
政
策
課
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
と
そ
の
検
討
結

果
は
広
報
し
ろ
い
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
後
日
公
表
し
ま
す
。
　

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　
内

線
3
3
5
1
・
3
・

k
ik
ak
u
-

s
e
is
a
k
u
@
c
ity
.s
h
ir
o
i.

ch
iba.jp

今回はこの部分を
策定しています

基本構想

基本計画

実施計画

今
年
1
年
の
主
な
出
来
事

基本構想に基づき、将来像を実現す
るための具体的な施策を定めます。
【計画期間】
前期　平成 28 ～ 32 年度の 5年間
後期　平成 33 ～ 37 年度の 5年間

目指す将来像やその実現に向けた基
本的な施策の方針など、まちづくり
の指針を定めます。
【計画期間】
平成 28 ～ 37 年度の 10 年間

基本計画で定めた施策に基づき、具
体的な事業を定めます。
【計画期間】
前期　平成 28 ～ 32 年度の 5年間
後期　平成 33 ～ 37 年度の 5年間

オープンした白井総合公園

みどりゆたかな白井駅周辺



←

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
ま
ち
づ
く
り
の
「
基
本
理
念
」
と

は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
で
す
。

　
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
社
会
経

済
情
勢
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
し

か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
い
つ
の

時
代
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
大
切

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
市

民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を

実
感
で
き
る
こ
と
」
で
す
。

　「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は

何
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
で
し
ょ

う
か
。

　
家
族
み
ん
な
で
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
、
経
済
的
に
豊
か
で
あ
る

こ
と
、
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
こ
と
、
心
身
と
も
に
健
康

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
な
ど
、

求
め
る
幸
せ
の
形
は
、
価
値
観
や
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
第
4
次
総
合
計

画
で
「
市
民
と
と
も
に
安
心
し
て
、

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
、
地

球
規
模
の
環
境
問
題
の
顕
在
化
、
安

全
・
安
心
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

な
ど
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が
、

暮
ら
し
の
安
心
が
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
健
康
で
活
躍
で
き
る
こ
と
、
自

分
ら
し
く
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
せ
を
支
え
る
根

底
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
継
承
し
「
安
心
」
「
健

康
」
「
快
適
」
の
3
つ
を
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
ま
す
。

安
心

　
市
民
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
、
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
重
要
で
す
。

　
人
々
が
感
じ
る
安
心
に
は
、
犯
罪

や
事
故
に
遭
わ
な
い
こ
と
、
地
域
で

相
談
で
き
る
人
が
い
る
こ
と
、
将
来

の
生
活
に
不
安
が
な
い
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
が

起
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
役
所

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
消
防
機
能

が
あ
り
、
さ
ら
に
警
察
や
医
療
施
設

が
至
近
に
立
地
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
ら
の
特
性
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
の
柔
軟
で
機
動
的
な
連
携
体

制
を
構
築
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
子
育
て
、
教
育
、
就
労

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

誰
も
が
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

健
康

　
市
民
誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
こ

と
は
、
安
心
と
同
様
に
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
重
要
で
す
。
人
々
が
感

じ
る
健
康
に
は
、
病
気
に
な
ら
な
い

こ
と
、
悩
み
や
不
安
が
な
い
こ
と
、

生
き
が
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
健
や
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
総
合
的
な
取
り
組
み
や
、

心
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り

組
み
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
一
人
一
人
が
心
身

と
も
に
健
康
で
、
地
域
や
ま
ち
全
体

が
健
康
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

快
適

　
安
心
と
健
康
が
備
わ
る
と
、
次
は

快
適
で
す
。
人
々
が
感
じ
る
快
適
に

は
、
自
然
の
風
景
の
あ
る
暮
ら
し
、

買
い
物
の
便
利
さ
、
移
動
の
便
利
さ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
市
は
、
都
市
と
自
然
が
良
好
な
バ

ラ
ン
ス
で
共
存
し
て
い
ま
す
。
環
境

保
全
を
進
め
、
豊
か
な
み
ど
り
、
河

川
な
ど
を
活
か
し
て
、
都
市
の
快
適

さ
と
自
然
の
快
適
さ
を
追
求
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
快
適
さ
が
融

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
一
人
一

人
が
お
の
お
の
の
快
適
さ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

白
井
市
第
5
次
総
合
計
画

基
本
構
想
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
市
の
特
性
と
課
題
、
市
民
ニ
ー
ズ
、

社
会
経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

将
来
像
の
実
現
の
た
め
に
基
本
と
な

る
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
次
の
よ
う

に
定
め
ま
す
。

若
い
世
代
・
定
住

　
若
い
世
代
が
定
住
し
、
に
ぎ
わ
い

や
活
力
を
生
み
出
す

農
・
み
ど
り

　「
農
」
を
中
心
と
し
た
産
業
、
豊

か
な
み
ど
り
や
河
川
が
、
快
適
さ
や

活
力
を
生
み
出
す

に
ぎ
わ
い
・
交
流

　
人
が
集
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
、
に
ぎ
わ
い
や
活
力
を
生
み
出

す拠
点
・
移
動

　
人
が
集
う
拠
点
や
、
移
動
し
や
す

い
環
境
が
、
快
適
さ
や
活
力
を
生
み

出
す風

景
・
憩
い

　
自
然
を
活
か
し
た
憩
い
の
場
や
、

ほ
っ
と
す
る
風
景
が
、
快
適
さ
や
活

力
を
生
み
出
す

　
将
来
像
は
、
市
が
目
指
す
10
年
後

の
姿
で
す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
事
業
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
、

社
会
基
盤
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し
た

が
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
が
収

束
し
た
今
、
人
口
の
減
少
、
少
子
化
・

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
ま
ち
の
活

力
が
低
下
す
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
築
き

上
げ
て
き
た
ま
ち
を
、
良
好
な
形
で

次
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
量
」
の
拡
大
を
基
調
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
か
ら
、「
質
」
の
向
上
や

地
域
資
源
の
活
用
を
基
調
と
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
、「
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
」
に
突
入
し
ま
す
。

　
ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
暮
ら
し
に

快
適
さ
を
感
じ
、
ま
ち
に
活
力
が
あ

ふ
れ
「
住
ん
で
み
た
い
」
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」
「
住
み
続
け
た
い
」
と

思
え
る
ま
ち
を
創つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
将
来
像
を
次
の
よ
う
に

定
め
ま
す
。

ときめきと
　　みどりあふれる
　　　　　　　快活都市
　市民とみどりは「白井市」の財産です。
　今あるみどりを守り、まちの風景として育み、“みどり”あふれるまちづくりを進めて
いくことが大切です。
　市民一人一人が生活の快適さを感じ、みどりとの触れ合いがその快適さを高め、暮ら
しを楽しむ“ときめき”あふれるまちづくりを進めます。
　そして、人のつながり、みどりとの触れ合いが、人、地域そしてまちの活力を生み出し、
だれもが「快適」で「活力」あるまちを愛し、誇り、新しいことにチャレンジする“と
きめき”あふれるまちづくりを進めます。

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
視
点
を
踏

ま
え
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

市
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
戦

略
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

◆
戦
略
1

若
い
世
代
定
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
快
適
な
生
活
空
間
の
創
出
、
子
育

て
を
安
心
し
て
楽
し
め
る
環
境
づ
く

り
、
質
の
高
い
教
育
環
境
づ
く
り
、

活
躍
の
場
づ
く
り
な
ど
、
単
身
世
帯
・

子
育
て
世
代
な
ど
若
い
世
代
の
定
住

を
促
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。 ま

ち
づ
く
り
の

基
本
的
視
点

基
本
理
念

将
来
像

◆
戦
略
2

み
ど
り
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
環
境
保
全
の
取
り
組
み
、
み
ど
り

を
活
か
し
た
憩
い
の
場
づ
く
り
、
み

ど
り
と
し
て
の
農
地
の
保
全
、
農
の

営
み
を
活
か
し
た
風
景
づ
く
り
、
農

産
物
の
地
産
地
消
や
加
工
な
ど
に
よ

る
高
付
加
価
値
化
の
取
り
組
み
な
ど
、

ま
ち
の
み
ど
り
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
戦
略
3

拠
点
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　
駅
前
や
市
役
所
周
辺
の
都
市
拠
点

づ
く
り
、
サ
ロ
ン
な
ど
目
的
に
応
じ

て
人
が
集
ま
る
場
や
空
間
づ
く
り
、

市
内
外
の
人
が
交
流
す
る
拠
点
づ
く

り
、
交
通
弱
者
で
も
移
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
拠

点
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

重
点
戦
略

←

白井総合公園で遊ぶ親子

梨トレ体操で健康維持

市の将来像について意見を出す市民の皆さん

市内の田園風景

市内の巡回を実施

10年後の市の望ましい姿
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
進
め
か
た
を
次
の
よ
う
に

定
め
ま
す
。

①
情
報
・
共
有

　
情
報
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
重
要
な
要
素
で
す
。
市
民
に
分

か
り
や
す
い
情
報
を
発
信
す
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
声
を
広
く
聴
き
、

市
民
と
行
政
が
ま
ち
の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
民
と
行
政
の
間
に
双
方
向
の
情

報
の
流
れ
を
つ
く
り
、
情
報
を
共
有

し
、
と
も
に
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営

　
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
な

ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
中
、
自
主
財
源
の
確
保
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的

な
財
源
の
配
分
を
進
め
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
で
き
る
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

③
参
加
・
協
働

　
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、

市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
、
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
活
か
し
た
役
割
分
担
や
連
携

の
も
と
で
、
協
働
し
て
、
白
井
市
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で

す
。
市
民
と
行
政
が
と
も
に
ま
ち
を

想
い
、
対
話
し
、
歩
み
、
創つ

く
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
将
来
人
口
の
見
通
し

◆
総
人
口

　
本
基
本
構
想
の
目
標
年
度
で
あ
る

平
成
37
年
の
市
の
総
人
口
は
、
6
5
、

2
0
0
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　
市
の
人
口
は
、
平
成
32
年
ま
で
は

人
口
流
入
な
ど
に
よ
り
増
加
し
ま
す

が
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

◆
年
齢
3
区
分
別
人
口

　
年
齢
3
区
分
別
人
口
に
つ
い
て
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
増
加
す

る
一
方
で
、
15
歳
未
満
の
年
少
人
口

お
よ
び
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口

は
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

②
目
標
人
口

　
市
の
総
人
口
は
、
平
成
32
年
以
後

減
少
に
転
じ
、
ま
た
、
少
子
化
・
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
生
産
年
齢
人

口
も
減
少
に
転
じ
る
も
の
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。（
左
下
グ
ラ
フ
参
照
）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

0～ 14歳 65歳以上15～ 64歳

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年

36,890

37,640 38,700

38,800
37,700

36,200

8,335 7,980

14,400
16,800

18,700 19,700

5,206 7,385

9,800 9,900

7,500 6,300

39,915

10,841

9,589

38,500

18,000

8,700

実績値 推計値← → 目標年度( 人 )
基本構想の

　
地
域
・
ま
ち
の
活
力
を
向
上
さ
せ

て
い
く
に
は
、
若
い
世
代
の
流
入
を

増
や
し
、
一
定
の
人
口
規
模
を
維
持

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
国
全
体
で
人
口
減
少
時

代
に
突
入
し
て
い
る
中
、
若
い
世
代

の
流
入
を
増
や
す
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
は
、
本
基
本
構
想
に
掲
げ
た
3

つ
の
重
点
戦
略
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
に
お
け

る
未
利
用
地
な
ど
へ
の
若
い
世
代
の

流
入
を
進
め
、
総
人
口
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
平
成
37
年
の
目
標

人
口
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

進
め
方

将
来
人
口

目標人口

65,500人
（平成37年）

　　　　　　　　　　　将来人口の見通し　　　　　　　（単位：人）

　 実績 推計

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

平成
32年

平成
37年

平成
42年

平成
47年

総人口 50,431 53,005 60,345 62,900 65,500 65,200 63,900 62,200

年齢3区分別人口の将来推計

若い世代定住
プロジェクト

基本理念
快適

健康安心

人・地域・まちの活力 人のときめき
まちのみどり

将来像

まちづくりの基本視点

重点戦略

快活

にぎわい・交流

拠点・移動

風景・憩い

農・みどり

若い世代・定住

若い世代定住
プロジェクト

みどり活用
プロジェクト

拠点創造
プロジェクト

北総線

西白井駅

白井駅

小室駅

千葉ニュータウン
中央駅

新鎌ヶ谷駅

凡　例

緑住ゾーン

緑農ゾーン

市街地ゾーン
（住居系）
市街地ゾーン
（産業系）

幹線・主要道路

広域幹線軸

地域軸

構想道路

計画道路

中心都市拠点

生活拠点

　将来像の実現に向けて、
将来都市構造を右図のよ
うに定めます。
　市には、大きくは田園風
景が残る「緑農ゾーン」と
緑の中で市街地が形成さ
れている「緑住ゾーン」が
あることから、それぞれの
魅力、特性にあったまちづ
くりを進めます。
　中心都市拠点では、市全
体の中心となるように、コ
ンパクトでにぎわいのあ
る拠点づくりを進めます。
生活拠点では、地域住民の
暮らしを支える拠点づく
りを進めます。
　各地域と中心都市拠点
や生活拠点を結びつける
軸や市内の様々な特性を
もった地域が交流できる
軸の整備を進めます。

将来都市構造 将来都市構造図

基本構想（素案）の全体像
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被
害
者
が
加
害
者
に
も
な
る

〜
携
帯
電
話
の
契
約
を
さ
せ
る
ヤ
ミ
金
融
業
者
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
185

Q
　
金
が
必
要
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
金
融
業
者
に
申

し
込
ん
だ
。
信
用
調
査
に
必
要
だ
と

言
わ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
5
台

契
約
し
て
業
者
へ
送
っ
た
が
、
そ
の

後
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、後
で「
ヤ

ミ
金
融
」
だ
と
わ
か
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
携
帯
電
話
会
社
か

ら
料
金
の
請
求
が
来
た
が
、
自
分
は

使
っ
て
い
な
い
。
料
金
を
支
払
わ
な

い
と
い
け
な
い
の
か
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

A
　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
事
情
は
ど

う
で
あ
れ
、
契
約
し
た
人
が
支
払
い

義
務
を
負
い
ま
す
の
で
、
支
払
い
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、

す
ぐ
に
電
話
会
社
へ
連
絡
し
て
解
約

し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
電
話
機
代

や
通
信
料
の
支
払
い
は
残
り
ま
す
し
、

中
途
解
約
の
違
約
金
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
融
資
の
信
用
調
査

と
言
っ
て
携
帯
電
話
を
何
台
も
契
約

さ
せ
、
電
話
機
を
送
ら
せ
た
ま
ま
連

絡
が
取
れ
な
く
な
る
、
と
い
っ
た
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
正
式
に
認
可
さ
れ
た
金
融
業
者

が
、
信
用
調
査
の
た
め
に
別
の
契
約

を
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
不
安
な
と
き
は
金
融
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
業
者
名
や
登
録
番
号
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
正
に
入
手
さ
れ
た
携
帯
電
話
は
、

振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
に

利
用
さ
れ
た
り
、
外
国
に
密
売
さ
れ

た
り
と
、
犯
罪
行
為
に
利
用
さ
れ
る

可
能
性
が
高
く
、
ま
た
、
電
話
機
を

契
約
し
た
人
も
罪
に
問
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
利
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
携
帯
電
話
の
契
約
時
に
虚
偽
の
申

告
を
す
る
こ
と
や
、
電
話
会
社
に
無

断
で
自
己
名
義
の
携
帯
電
話
を
他
人

に
譲
渡
す
る
こ
と
、
ま
た
は
他
人
名

義
の
携
帯
電
話
を
譲
り
受
け
る
こ
と

な
ど
は
「
携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止

法
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
気
が
付
い
た
ら
、
最
寄
り

の
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

住民基本台帳閲覧状況

閲覧日 請求機関の名称
および代表者 委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
25
年

11月13日

㈱マーケティン
グ・リサーチ・サー
ビス　代表取締役
永井孝由

県総合企画部 第47回県政に関する世論
調査

堀込2丁目、冨士の20歳以
上の男女　32人

11月14日 防衛省自衛隊
千葉地方協力本部 － 自衛官の募集事務

市全地域で、平成4年4月2
日～平成5年4月1日・平成
8年4月2日～平成9年4月1
日に出生した男女　644人

12月11日
㈱日本リサーチセ
ンター　代表取締
役　鈴木稲博

日本銀行情報サービ
ス局

生活意識に関するアン
ケート調査 根の20歳以上の男女　15人

独立行政法人労働政
策研究・研修機構

第2回　日本人の就業実
態に関する総合調査

南山1丁目3番からの20 ～
65歳の男女　33人

平
成
26
年

1月21日
㈱ビデオリサーチ
代表取締役社長　
秋山創一

日本たばこ産業㈱ 全国たばこ喫煙者率調査
堀込2丁目の大正13年5月1
日～平成6年4月30日生ま
れの男女　20人

4月15日
京葉環境事業協同
組合　代表理事　
岸哲也

県環境生活部 廃棄物処理施設設置計画
に伴う地区住民説明

名内字向山318－5、318－
９からおおむね200㍍以内
に居住する住民　8人

6月4日 （一社）中央調査
社　会長　西澤豊 ㈱野村総合研究所 テレビ視聴に関する調査 桜台3丁目の16歳以上の男女　14人

6月11日
㈱日本リサーチセ
ンター　代表取締
役　鈴木稲博

日本銀行情報サービ
ス局

生活意識に関するアン
ケート調査 根の20歳以上の男女　15人

7月23日

㈱マーケティン
グ・リサーチ・サー
ビス　代表取締役
永井孝由

県総合企画部

第48回県政に関する世論
調査

笹塚3丁目、池の上1丁目
の20歳以上の男女　32人

男女共同参画社会の実現
に向けての県民意識調査

大山口2丁目の20歳以上の
男女　22人

7月31日 （一社）中央調査
社　会長　西澤豊 文部科学省

家庭や学校における生活
や意識等に関する調査

南山1～ 3丁目の平成10年
4月2日～平成11年4月1日
生まれの男女　16人

10月7日 北印測量設計㈱ 県印旛土木事務所 土砂災害警戒区域などの
指定 平塚　25人

?!

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状

況
を
公
表
し
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
は
個
人
情
報
保
護

に
留
意
す
る
た
め
、
公
益
的
な
目
的

に
の
み
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、

い
つ
・
誰
が
・
ど
の
よ
う
な
内
容
を

住
民
基
本
台
帳
で
閲
覧
し
た
か
に
つ

い
て
、
各
市
区
町
村
で
公
表
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
11
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
10
月
31
日
ま
で
の
閲
覧
状
況
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
市
民
課
市
民
班
　
内
線
3
1
4

2
・
3

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
委
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

市
議
会
議
員
の
報
酬
や
政
務
活
動
費
、

市
長
・
副
市
長
の
給
料
の
額
に
つ
い

て
調
査
審
議
し
て
い
た
だ
く
委
員
10

人
を
11
月
10
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
2
年
間
で
、
委
員
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

土
橋
貴
（
会
長
）、
伊
藤
四
郎
、
田

中
春
義
、
駒
村
武
夫
、
志
摩
龍
雄
、

武
田
一
登
、
山
本
久
男
、
中
兼
巳
信
、

間
嶋
博
、
中
渡
瀬
真
司

問
　
総
務
課
人
事
班

　
内
線
3
3
1

4政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
祝

い
事
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
金

銭
や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が

政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る

こ
と
も
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
4
月
に
は
統
一
地
方
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家

と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関
係
を
保

ち
「
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
」
を

実
現
す
る
た
め
に
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◆
政
治
家
の
寄
付
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の

時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
以
外
の
者
が
政
治
家

名
義
の
寄
付
を
す
る
こ
と
も
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

　
政
治
家
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
よ

う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威
迫
し

て
、
あ
る
い
は
、
政
治
家
の
当
選
ま

た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で

勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。
政
治
家
名
義
の
寄
付
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し

て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

◆
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
付
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を

表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る

よ
う
な
方
法
で
寄
付
を
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
に
関
し
て

寄
付
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

◆
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止

　
後
援
団
体
（
後
援
会
）
が
、
選
挙

区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
花
輪
・

供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
、
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援
団

体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行

事
や
事
業
に
関
す
る
寄
付
以
外
の
寄

付
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
や
名
義
の

い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

◆
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
・
暑
中

見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

（
電
報
な
ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3
3

1
3平

和
を
考
え
る
子
ど
も

た
ち
の
作
品
展
の
作
品

を
募
集

　
市
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
「
平
和
」

と
は
何
か
を
考
え
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
絵
画
な
ど
で
表
現
し
た
作
品
展
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

展
示
日
程
　
2
月
9
日
㈪
〜
27
日
㈮

展
示
場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
折
り
鶴
と
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

対
象

　
平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
21
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
に
よ
る
作
品

用
紙
サ
イ
ズ
・
作
成
方
法

　
A
5
判

の
横
長
の
用
紙
（
企
画
政
策
課
に
あ

り
ま
す
）
に
平
和
を
表
現
し
た
も
の

で
、
ク
レ
ヨ
ン
や
鉛
筆
、
絵
具
な
ど

で
絵
を
描
い
た
り
折
り
紙
を
貼
る
な

ど
作
成
方
法
は
自
由
で
す
。

※
作
品
の
表
面
に
は
、
作
成
者
の
名

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
展
示
後
、

作
品
は
返
却
し
ま
す
。

申
・
問

　
1
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
郵

送
か
直
接
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
室

　
内
線
3
3
5
5
へ

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環

境
衛
生
組
合
か
ら
の
お

知
ら
せ

　
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組

合
で
は
、
平
成
27
・
28
年
度
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
1
月
15
日
㈭
〜
30
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
・
問

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷

環
境
衛
生
組
合
総
務
課
　
☎
0
4
7

（
4
4
3
）
7
4
9
7
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
11
月
21
日
か
ら
28
日
ま
で

の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施

し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い
て

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ダ
イ

コ
ン
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
サ
ン
ト
ウ
サ

イ
、
赤
ダ
イ
コ
ン
、
赤
カ
ブ
、
チ
ヂ

ミ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

は
禁
止
で
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
一
部
の

例
外
お
よ
び
構
造
基
準
を
満
た
し
た

焼
却
炉
で
の
焼
却
を
除
き
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
違
反
者
に
は
5
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
1
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
野
外
焼
却
は
な
ぜ
禁
止
な
の
か

　
野
外
焼
却
は
、
廃
棄
物
の
不
適
正

処
理
で
あ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

の
有
害
物
質
が
発
生
す
る
原
因
と
言

わ
れ
て
お
り
、
人
の
健
康
や
自
然
環

境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、

火
災
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
に
は
「
煙
が
家
の
中
に

入
っ
て
く
る
の
で
窓
が
開
け
ら
れ
な

い
」
「
洗
濯
物
に
臭
い
や
灰
が
つ
い

て
困
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
行
政

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
分
別
し
た

後
に
ご
み
集
積
所
へ
、
事
務
所
な
ど

か
ら
出
る
ご
み
は
許
可
業
者
に
依
頼

す
る
な
ど
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

　
近
隣
に
住
む
人
へ
迷
惑
を
か
け
な

い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
5

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

委嘱を受ける委員

お詫びと訂正　広報しろい12月1日号12ページでお知らせしました、広報カレンダー 21日㈰、朝市の時間「7：00 ～ 7：15」は、正しくは「7：00 ～ 7：45」でした。
また、26日㈮、心配ごと相談の「弁護士来所」は、正しくは24日㈬でした。お詫びして訂正いたします。
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　高額療養費制度とは、同一月内の医療費
の支払いが高額となり、世帯の「所得区分」
に応じて定められた「自己負担限度額」を
超えた場合に、限度額を超えた分を支給す
る制度です。
　平成27年1月診療分から「自己負担限度
額」の「所得区分」が細分化され、右下表
のように変更されます。
※所得とは、総所得金額等から基礎控除額
（33万円）を差し引いた金額です。
　4回目以降は、過去12カ月以内で4回以上
高額療養費に該当した場合の金額です。
　70歳以上の人の高額療養費自己負担限度
額の変更はありません。
　記号は適用区分の呼び方になります。
◆高額療養費の申請について◆
　保険年金課では、高額療養費の支給対象
となった世帯に「高額療養費支給申請書」を送付しています。発送の時期は、医療機関から提出
されるレセプト（診療報酬明細書）の確定後となるため、受診された月から約3カ月後になります。
領収書（確定申告で原本を提出する人はコピー可）を必ず保管しておいてください。
■問　保険年金課保険年金班　内線3175・3181・3180

　
毎
日
の
よ
う
に
出
る
生
ご
み
、

そ
の
ま
ま
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
生
ご
み
は
水
分
が
多
く
、
水
を

切
ら
ず
に
捨
て
る
と
ご
み
袋
が
重

く
な
っ
た
り
、
悪
臭
の
も
と
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
　

　
水
切
り
を
す
る
こ
と
で
、
ご
み

出
し
の
負
担
が
軽
く
な
り
、
悪
臭

の
防
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
水
切
り
は
ご
み
の
減
量
や

ご
み
処
理
経
費
の
削
減
に
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
な
ど
を
目
指
し
て
、

生
ご
み
の
水
切
り
を
実
践
し
ま
し

生
ご
み
の
水
切
り
を
し
よ
う
！

ょ
う
。

【
水
切
り
の
仕
方
】

●
野
菜
を
洗
う
の
は
皮
む
き
の
後

に
す
る

●
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
使
う
場
合
は
、

傾
け
て
一
晩
程
度
お
い
て
お
き
、

取
出
し
た
後
は
、
上
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
で
押
し
て
水
を
切
る

●
新
聞
紙
に
包
み
、
乾
燥
さ
せ
て

か
ら
出
す

●
二
重
バ
ケ
ツ
で
水
を
切
っ
て
か

ら
出
す

●
底
に
小
さ
な
穴
が
あ
い
た
ビ
ニ

ー
ル
袋
で
水
を
切
っ
て
か
ら
出
す

●
お
茶
が
ら
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
は

絞
っ
て
か
ら
出
す

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
5

⑧

年末年始に子どもが急に病気になったら
　印旛市郡小児初期急病診療所では、急な発熱や腹痛
などの際、応急的な治療を行います。
診療日時　下表のとおり
場所　印旛市郡小児初期急病診療所（佐倉市江原台2－
27　健康管理センター内）
対象　印旛郡市在住の原則15歳以下の子ども
■問　印旛市郡小児初期急病診療所　☎043（485）3355
（診療時間内のみ）

診療日時
診療日 診療時間

月～土曜日 午後7時～翌朝午前6時
日曜日、祝日、年末年始
（12月29日～ 1月3日）

午前9時～午後4時45分
午後7時～翌朝午前6時

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施

　
市
で
は
、
第
3
次
一
括
法
の
制
定

に
伴
い
、
介
護
保
険
法
が
一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
白
井
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
基
準
等

お
よ
び
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
の

人
員
等
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定

め
ま
す
。

　
次
の
基
準
（
条
例
骨
子
）
に
つ
い

て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
白
井
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
に
係
る
基
準
な
ど

（「（
仮
称
）
白
井
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
」）

●
白
井
市
指
定
介
護
予
防
支
援
な
ど

の
事
業
の
人
員
お
よ
び
運
営
な
ら
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
な
ど
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準

（「（
仮
称
）
白
井
市
指
定
介
護
予
防

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」）

　
素
案
は
、
高
齢
者
福
祉
課
や
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
条
例
制
定

に
当
た
っ
て
の
参
考
と
し
、
結
果
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
開
し
ま
す
。

　
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

　
意
見
の
提
出
は
、所
定
の
用
紙（
高

齢
者
福
祉
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
1
月
5

生活習慣病予防教室　日程表

日時 内容

1日目
1月14日㈬
9:30 ～ 12:00

●保健師による講話　「脂質異常症って？
～血液サラサラポイントを知ろう～」
●歯科衛生士による歯みがき実習　「歯ぐき
みがきで血行促進」
●スポーツ推進委員による運動実習　「自宅
でできる筋力トレーニング・ストレッチ①」

2日目
1月22日㈭

10：30 ～ 12:45

●栄養士による講話　「血液サラサラの食
事」
●調理の実演
●血液サラサラメニューの会食
●健康宣言の記入　「わたしの健康目標を書
こう」

3日目
1月29日㈭
9：30 ～ 11：30
（希望者のみ）

●スポーツ推進委員による運動実習　「自
宅でできる筋力トレーニング・ストレッチ
②」
●「わたしの健康目標を書こう　まとめ」

日
消
印
有
効
） 

、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
、
図
書
館
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
回
収
箱
」

に
投
か
ん
か
、
直
接
高
齢
者
福
祉
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
法
人
や
団
体

応
募
期
間
　
12
月
15
日
㈪
〜
1
月
5

日
㈪
（
年
末
年
始
を
除
く
）

※
意
見
回
収
箱
の
投
か
ん
は
、
各
セ

ン
タ
ー
の
休
館
日
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

直
接
意
見
を
持
参
す
る
場
合
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
の

提
出
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
・

（
4
9
8
）
4
8
3
2
・

k
aig
o-

h
ok
en
@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へ

〜
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
〜

「
今
す
ぐ
で
き
る
！
　

　
血
液
サ
ラ
サ
ラ
術
」

　
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
ポ
イ
ン

ト
や
、
生
活
で
身
近
に
取
り
入
れ
る

こ
と
の
で
き
る
生
活
習
慣
病
予
防
の

食
事
や
運
動
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
生
活
習
慣
改
善
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

　
左
表
の
と
お
り

※
3
日
目
は
希
望
者
の
み
と
な
り
ま
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
な
ど
が
気
に
な
り
始
め
た
人
　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
4
0
0
円
（
食
材
費
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
3
日
目
の
出
席
の
有
無
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
、
健
康
課

健
康
づ
く
り
推
進
班
　
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
・

 k
en
k
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

差押不動産の公売
　市では、市税の滞納により差し押さえた不動産（土
地）を入札により売却します。詳細は収税課にある「不
動産公売のお知らせ」または市ホームページで確認す
ることができます。
【売却物件】
物件1　土地　白井市富塚字中下931番2、面積　720平
方㍍、地目　山林、都市計画　市街化調整区域
物件2　土地　白井市富塚字中下932番1　面積　391平
方㍍、地目　山林、都市計画　市街化調整区域
【公売日程など】
公売日時　1月27日㈫　午前10時
※売却決定日は2月3日㈫です。
場所　市役所３階第２会議室
対象　公売保証金（見積価格の10
分の１の金額）を納付できる人
※公売対象財産の所有者などは除きます。
■問　収税課収税班　内線3121 ～ 5

所得区分
自己負担限度額

記号
3回目まで 4回目以降

上位所得者
（所得600万円超）

150,000円＋（医
療 費 の 総 額 －
500,000円）×1％

83,400円 Ａ

一般
（所得600万円以
下）

80,100円 ＋（ 医
療 費 の 総 額 －
267,000円）×1％

44,400円 Ｂ

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円 Ｃ

所得区分
自己負担限度額

記号
3回目まで 4回目以降

所得901万円超 252,600円＋（医
療 費 の 総 額 －
842,000円）×1％

140,100円 ア

所得600万円超
901万円以下

167,400円＋（医
療 費 の 総 額 －
558,000円）×1％

93,000円 イ

所得210万円超
600万円以下

80,100円 ＋（ 医
療 費 の 総 額 －
267,000円）×1％

44,400円 ウ

所得210万円以下 57,600円 44,400円 エ
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円 オ

～国民健康保険～
平成27年1月から70歳未満
の方の高額療養費制度が
変わります

12月までの自己負担限度額

1月からの自己負担限度額

シ
イ
タ
ケ
原
木
な
ど
の
購
入
申
し
込
み

　
市
で
は
、
千
葉
県
森
林
組
合
印
旛
事
業
所
が
販
売
の
あ

っ
せ
ん
を
行
う
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
・
種
駒
や
ス
ギ
な
ど

の
苗
木
の
購
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
原
木
は
50

本
、
苗
木
は
25
本
単
位
で
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　
苗
木
の
種
類
や
料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
19
日
㈮
ま
で
に
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

4
へ

放火にご注意ください
　現在市内で、放火と思われる車両
火災が多発しています。
　不審火や不審者を見かけたら、最
寄りの消防署または印西警察署まで
連絡をお願いします。
■問　白井消防署　☎（491）1111、西白井消防署
☎（492）4321、印西警察署　☎0476（42）0110

　冬は空気が乾燥し、
火災が発生しやすい
時期です。
　家庭や地域でも今
一度、防火・防災に
心がけましょう。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

公売地

園児による火災予防啓発活動

2014.12.155



　今年で58回目を迎えた白井市民文化祭が文化
センターなどを会場として開催されました。
　会場では、市民の芸術・文化作品が展示され、
来場者は芸術の秋を満喫していました。
　写真や陶芸、菊花、華道の展示、囲碁・将棋大会、
芸能発表会、音楽祭、ダンスフェスティバルな
どの催しも開催されました。
　小・中学生の出品された作品の中で、優れた
ものには、12月6日に文化会館中ホールで行われ
た表彰式で市長賞、議会議長賞および教育委員
会委員長賞（通称三長賞）が贈られました。
　受賞した皆さんは右表のとおりです。
■問　文化課　☎（492）1123

～入賞おめでとうございます～

白井市民文化祭

教
育
委
員
が
再
任
さ
れ

ま
し
た

　
第
4
回
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、
石
亀
裕
子
さ
ん
が
教
育

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
亀
教
育
委
員
は
平
成
18
年
12
月

1
日
に
就
任
し
現
在
3
期
目
で
、
任

期
は
平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
11
月
30
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線
3

4
1
2

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
1
月
9
日
㈮
・
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
1
月
21
日
㈬
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
類

似
事
業
）
を
募
集

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
4
カ
月

育
児
相
談
」
時
に
行
わ
れ
て
い
る
、

保
護
者
へ
の
説
明
や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
類
似
事
業
の
補
助
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
子
ど
も
と
絵

本
に
興
味
が
あ
り
1
月
27
日
㈫
に
図

書
館
が
実
施
す
る
講
習
会
に
必
ず
参

加
で
き
る
人

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※
講
習
会
受
講
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

活
動
期
間

　
平
成
27
年
4
月
〜
平
成

28
年
3
月
の
4
カ
月
育
児
相
談
時

※
活
動
は
1
・
2
カ
月
に
1
度
で
す
。

申
・
問

　
12
月
16
日
㈫
〜
28
日
㈰

（
22
日
㈪
、
23
日
㈷
、
25
日
㈭
は
除

く
）
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

に
、
電
話
か
直
接
図
書
館
　
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
2
へ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

　

星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
と
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ラ
ボ
「
Ｈ
ａ
ｃ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
　
Ｃ
ｏ
ｔ
ｏ（
ハ
コ
ト
コ
ト
）」

の
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
星
空
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　
演
奏
の
合
間
に
星
空
の
解
説
も
あ

り
ま
す
。

日
時

　
1
月
18
日
㈰

　
午
後
１
時
30

分
〜
2
時
50
分

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

演
奏

　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
・
永

文化会館自主事業

【午前の部】
対象　0歳～一般
開演　10：30 ～（開場　10：00 ～）
入場料　小学生以上　500円、未
就学児　無料（全席自由）
【午後の部】　
対象　一般（未就学児の入場は不
可）
開演　14：00 ～（開場　13：30 ～）
入場料　高校生以上　1,000円、
小・中学生　1,000円（全席自由）
【共通】
日程　3月1日㈰　
場所　文化会館中ホール
前売り開始　1月10日㈯　午前10時～　文化会館窓口にて
■問　文化会館　☎（492）1121　

風の五重奏団レクチャーコンサート2015

年末年始に
歯の痛みを感じたら

　年末年始に急な歯の痛みなどで困った人の
ために、市内の歯科医院において応急処置を
行います。
診療日など　下表のとおり
診察時間　午前9時～正午
※保険診療で行いますので、必ず健康保険証
や各種受給者証を持参してください。
■問　健康課保健予防班　☎（497）3495

診療日など
診療日 歯科医院名 場所 電話番号
12月
31日㈬ 高野台歯科 冨士58－1（445）6765

1月
2日㈮

セントラル
歯科

清水口
1－1－25 （492）2966

井
利
枝
さ
ん
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

本
間
修
治
さ
ん

定
員
　
一
般
　
86
人

料
金
　
一
人
7
0
0
円
（
前
売
り

6
0
0
円
）

※
前
売
り
は
、
12
月
16
日
㈫
か
ら
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
窓
口
で
販
売
し
ま

す
。

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

　
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5

郷
土
資
料
館

　
　
　
　

　
　
　「
和
本
づ
く
り
」

　
和
紙
を
使
っ
て
作
る
「
和
本
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
17
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象
　
小
学
3
年
生
〜
一
般
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
白
井
市
文
化
財
審
議
会
　
横

山
謙
次
会
長

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
12
月
16
日
㈫
か
ら
1
月
10

日
㈯
ま
で
に
、
電
話
か
直
接
郷
資
料

館
　
☎
（
4
9
2
）
1
1
2
4
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

風の五重奏団の皆さん

小学生の部（学校名・学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞

図画
低学年 鈴木瑛梨花 （白井第三小1年）芝田春輝（白井第三小2年）加瀬理名 （七次台小1年）
中学年 佐々木茉緒莉（清水口小4年） 福田百花（白井第二小3年）加瀬成珠 （大山口小3年）
高学年 久保田茉奈 （清水口小6年） 増田晴臣（白井第二小5年）辻原知貴 （南山小5年）

書写
低学年 渡邉湊大 （南山小2年） 永冨望寧（南山小1年） 神戸優之介（白井第三小1年）
中学年 渡邉航生 （南山小4年） 西田湧 （大山口小4年） 渡来南美 （白井第一小3年）
高学年 鈴木皐仁 （白井第一小6年）竹村涼香（白井第三小5年）茂山将悟 （白井第一小5年）

工作
低学年 倉持律 （池の上小2年） 佐藤真愛（清水口小1年） 下井倉陵平（南山小1年）
中学年 並木耀大 （桜台小3年） 内野美羽（白井第二小4年）河野孝太 （池の上小4年）
高学年 坪田理沙 （七次台小5年） 山崎紡 （池の上小5年） 橘夏実 （大山口小5年）

家庭 高学年 大場琴未 （清水口小5年） 下山友菜（清水口小6年） 小川恋姫 （七次台小6年）

中学生の部（学校名・学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞
美術 石井裕子 （南山中1年） 髙山知奈美 （南山中2年） 向井奈津子 （七次台中3年）
書写 大塚航世 （南山中1年） 鎌田紗佑希 （桜台中3年） 伊藤瑠花 （白井中2年）
技術 依田昂大 （南山中1年） 平川楓 （桜台中1年） 杉田奈々葉 （七次台中2年）
家庭 田代優香 （桜台中3年） 齊藤祐美 （白井中3年） 小川茉莉亜 （桜台中3年）

Haco To Cotoの皆さん

天て
ん
ぐ
と
う

狗
党
の
乱
と
幕
末

の
白
井

　
天
皇
を
尊
び
外
国
を
追
い
払
う

思
想
で
あ
る
「
尊
王
攘じ

ょ
う
い夷
派
」
に

属
す
る
水
戸
藩
士
の
一
部
は
「
天

狗
党
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
元
治

元
年
（
1
8
6
4
）
3
月
に
攘
夷

の
実
行
を
幕
府
に
迫
る
た
め
筑
波

山
で
挙
兵
し
、
そ
の
後
、
同
志
を

募
っ
て
共
感
し
た
農
民
や
他
藩
の

武
士
た
ち
を
率
い
て
関
東
各
地
や

中
山
道
を
転
戦
し
ま
す
。
こ
の
争

い
を「
天
狗
党
の
乱
」と
い
い
ま
す
。

　
鎮
圧
に
向
か
っ
た
幕
府
軍
に
敗

れ
た
天
狗
党
の
一
行
は
、
一
度
北

に
退
い
た
後
、
第
15
代
将
軍
と
な

る
一
橋
慶
喜
の
力
を
借
り
よ
う
と

京
都
上

じ
ょ
う
ら
く洛を
目
指
し
ま
し
た
。
し

か
し
、途
中
の
越
前
国（
現
福
井
県
）

で
前
進
を
阻
ま
れ
同
年
12
月
に
降

伏
し
、
翌
年
に
約
3
5
0
人
が
斬

罪
と
な
り
争
乱
は
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　
千
葉
県
内
で
は
、
柏
市
高
柳
で

天
狗
党
を
名
乗
る
3
人
の
武
士
が

名
主
宅
に
来
て
、
翌
朝
ま
で
に
白

米
12
俵
を
用
意
す
る
よ
う
命
令
し

ま
し
た
。
何
と
か
集
め
た
8
俵
を

指
定
場
所
へ
持
参
し
ま
し
た
が
、

誰
も
い
な
か
っ
た
た
め
に
米
を
置

い
て
逃
げ
帰
っ
て
き
た
と
い
う
話

な
ど
、
天
狗
党
に
関
連
し
て
軍
資

金
や
米
の
供
出
を
強
要
さ
れ
た
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
市
域
で
は
、
富
塚
村
の
川

上
治
郎
右
衛
門
が
磯
浜
合
戦
（
現

茨
城
県
大
洗
町
で
の
戦
い
）
に
幕

府
軍
の
一
員
と
し
て
出
陣
し
、
戦

地
か
ら
持
ち
帰
っ
て
き
た
砲
弾
3

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

個
が
同
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
砲
弾
は
天
狗
党
側
が
使
用
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
2
つ
は
球
形

の
砲
弾
で
大
き
さ
が
大
小
あ
り
、

も
う
1
つ
は
幕
末
か
ら
明
治
時
代

初
期
に
主
力
野
戦
砲
と
し
て
使
用

さ
れ
た
、
先
の
と
が
っ
た
四
斤
山

砲
用
の
砲
弾
で
す
。

　
小
型
の
球
形
の
砲
弾
に
は
、
天

狗
党
勢
追
討
の
際
に
兵
糧
焚た

き
だ
し出
方

を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
磯
浜
合
戦
に

出
陣
し
、
夏
海
村
（
現
大
洗
町
）

の
敵
陣
所
か
ら
約
4
㌔
㍍
、
地
中

60
㌢
㍍
ほ
ど
の
場
所
で
、
元
治
元

年
9
月
18
日
に
拾
っ
た
こ
と
が
記

録
と
し
て
川
上
治
郎
右
衛
門
に
よ

り
刻
ま
れ
、
経
緯
や
場
所
が
詳
細

に
分
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
川
上
家
に
は
砲
弾
の
ほ
か
に
も

鎖
帷か

た
び
ら子
や
陣
羽
織
な
ど
幕
末
の
動

乱
を
示
す
資
料
が
伝
え
ら
れ
「
牧も

く
し士

川
上
家
資
料
」
と
し
て
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
域
に
は
ペ
リ
ー
来
航
に
ま
つ

わ
る
文
書
や
石
碑
、
旗
本
の
窮
乏

を
示
す
資
料
も
あ
り
ま
す
。
村
人

た
ち
は
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
情

報
を
得
て
い
た
ほ
か
、
国
事
に
参

加
し
た
者
も
い
ま
し
た
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
磯浜の合戦の際に持ち帰った砲弾

辞令を受ける石亀委員
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
赤
い
鳥
や
青
い
鳥
な
ど
、
お
よ
そ

30
種
類
の
野
鳥
が
越
冬
し
ま
す
。

　
美
し
く
、
愛
ら
し
い
小
鳥
た
ち
と

の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
人
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
程
　
12
月
17
日
㈬
、
1
月
4
日
㈰
・

21
日
㈬
、
2
月
1
日
㈰
・
18
日
㈬
　

（
雨
天
中
止
）　
時
間
　
午
前
9
時

〜
正
午
　
場
所
　
市
川
市
大
町
公
園

集
合
場
所
　
公
園
内
鑑
賞
植
物
園
の

玄
関
前
　
参
加
費
　
無
料

問
　
大
町
自
然
観
察
園
野
鳥
同
好
会

大
関
☎
0
9
0
（
4
5
3
6
）
4
6
2
3

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
大
学
の
ク
ワ
イ
ア
（
聖
歌
隊
）
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
に
よ
る
「
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
事
前
申
し
込
み
な

く
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈮

　
午
後
7
時
〜

　
場

所
　
東
京
基
督
教
大
学
内
チ
ャ
ペ
ル

（
印
西
市
）　
入
場
料

　
無
料

問
　
東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽
ア

カ
デ
ミ
ー
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
1

1
3
1

◆
動
物
愛
護
事
業
「
犬
猫
ふ
れ
あ
い

広
場
」

　
犬
や
猫
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
命
の
大
切
さ
や
動
物
を
大
事

に
す
る
心
を
育
て
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
20
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
　
場

所
　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支

所
（
柏
市
）　
対
象
　
一
般
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
お
よ

び
学
年
、
保
護
者
同
伴
の
有
無
を
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
0
0
5
0
へ

◆
白
井
国
際
交
流
協
会

①
ミ
ニ
交
流
会

　
ス
ペ
イ
ン
と
ス
ペ
イ
ン
の
人
々
を

理
解
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
七
次
台
学
童
ク
ラ
ブ
専
任
指
導
員

お
よ
び
補
助
指
導
員
募
集

　
七
次
台
学
童
の
子
ど
も
た
ち
の
保

育
と
指
導
を
行
う
、
子
ど
も
好
き
で

健
康
な
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
給
与
や
資
格
要
件
な
ど
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
時
間

　
通
常
・
午
後
1
時
〜
7

時
、
休
校
日
・
午
前
8
時
〜
午
後
7

時
（
専
任
指
導
員
は
週
5
日
、
補
助

指
導
員
は
週
3
日
勤
務
で
、
い
ず
れ

も
1
日
当
た
り
6
時
間
）　
勤
務
場

所
　
七
次
台
小
学
校
内
　
対
象
　
18

歳
以
上
で
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、

小
中
学
校
教
諭
な
ど
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
持
つ
人

申
・
問

　
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書

を
持
参
し
て
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く

ラ
ン
ド
☎（
4
9
2
）6
6
3
0（
平

日
の
午
後
1
時
〜
7
時
）
へ

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

子

ど

も

し
ま
す
。「
謎
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た

国
・
ス
ペ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

内
在
住
の
ス
ペ
イ
ン
人
ア
ル
ベ
ル

ト
・
バ
ル
ベ
さ
ん
が
日
本
語
で
講
演

し
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
対
象

一
般
　
70
人
（
申
し
込
み
不
要
）

参
加
費
　
無
料

②
中
国
語
特
別
講
座
受
講
生
募
集

　
中
国
語
を
初
め
て
学
ぶ
人
の
た
め

の
講
座
で
す
。
中
国
人
講
師
が
、
発

音
を
基
本
と
し
て
「
ゼ
ロ
」
か
ら
教

え
ま
す
。
中
国
語
を
学
ぶ
良
い
機
会

で
す
の
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん

か
。

日
程
・
時
間
　
1
月
14
日
㈬
か
ら
毎

週
水
曜
日
（
全
10
回
）　
午
後
7
時

〜
8
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込

み
順
）　
受
講
料

　
5
、
0
0
0
円

（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
②
の
み
12
月
25
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
か
メ
ー
ル
で
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
〒
2
7
0
―
1
4
3
1

　
白
井
市

根
1
1
6
―
32
　
川
上
ビ
ル
2
階
　

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
・ 

 

ifas@
b
z0
4
.plala.or.jp

へ

問
　
①
は
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
（
4
9
7
）
3
0
4
0
、
②
は
林

☎
0
9
0
（
3
4
9
7
）
6
9
5
9

◆
降
下
訓
練
始
め

　
各
種
航
空
機
か
ら
の
落
下
傘
降
下

な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時

　
1
月
11
日
㈰

　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
3
時

　
場
所

　
陸
上
自
衛

隊
習
志
野
演
習
場
（
船
橋
市
）

問
　
習
志
野
自
衛
隊
広
報
班
☎
0
4

7
（
4
6
6
）
2
1
4
1

◆
未
就
業
歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー

コ
ー
ス

　
未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
復
職
や
就

公  

書
き
初
め
教
室

　
冬
休
み
の
宿
題
の
定
番
「
書
き
初

め
」
を
一
緒
に
仕
上
げ
よ
う
。

日
時

　
26
日
㈮

　
①
午
前
10
時
〜
11

時
　
②
午
前
11
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
各
回
6
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
習
字
道
具
、
飲
み
物
、
上

履
き
、
書
き
初
め
の
宿
題
が
出
て
い

る
人
は
課
題
一
式

申
　
22
日
㈪
ま
で
に
希
望
の
回
を
電

話
か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

か
る
た
取
り
大
会
＆

レ
ク
開
放

　
正
月
の
遊
び
「
か
る
た
取
り
」
で

遊
び
ま
す
。

業
を
支
援
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
1
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰
（
全

2
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
　
場
所
　
千
葉
県
歯
科
医
師
会
館

（
千
葉
市
）　
対
象
　
歯
科
衛
生
士

資
格
を
持
つ
未
就
業
の
人
　
40
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
医
師
会

☎
0
4
3
（
2
4
1
）
6
4
7
1
・

0
4
3
（
2
4
8
）
2
9
7
7
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
〜
エ
ク
セ

ル
の
基
本
〜

　
表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」
に

つ
い
て
、
基
本
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
1
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
（
全

2
回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生

以
上
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
資
料
代

ほ
か
）

申
　
1
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

西  
親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
で
楽
し
く
「
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
保

護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
18
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者

参
加
費
　
2
0
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

冨  

ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ

　
み
ん
な
で
「
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
」

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
保
護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
1
月
16
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
女
性
の
保
護
者

30
人
（
申
し
込
み
順
）

　
大
き
な
「
か
る
た
」
を
使
っ
て
、

何
枚
取
れ
る
か
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　
大
会
の
後
は
、
レ
ク
ホ
ー
ル
で
体

を
動
か
し
て
遊
ぼ
う
。

日
時
　
1
月
7
日
㈬
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
飲
み
物
、
上
履
き
、
タ
オ
ル

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」

　
親
子
で
一
緒
に
「
マ
ジ
ッ
ク
」
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
12
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

講
師
　
マ
ジ
シ
ャ
ン
　
は
ら
ろ
ー
る

さ
ん

持
ち
物
　
ト
ラ
ン
プ
（
1
人
1
組
）

申
　
1
月
8
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

日
時
　
25
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

ソ
ー
ダ
ブ
レ
ッ
ド
作

り
講
習

　「
ソ
ー
ダ
ブ
レ
ッ
ド
」
は
イ
ー
ス

ト
菌
の
代
わ
り
に
重
曹
を
使
っ
た
、

手
軽
に
作
れ
る
パ
ン
で
す
。

　
パ
ン
と
一
緒
に
健
康
を
考
え
た
料

理
も
作
り
ま
す
。

日
時
　
1
月
19
日
㈪
・
26
日
㈪
　
正

午
〜
午
後
3
時
　

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
各

日
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
9
日
㈮
ま
で
に
希
望
日
を

電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
バ
ス

タ
オ
ル
か
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
12
月
28
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

福  門松作り講習
　正月の風物詩といえ
ば「門松」です。
　福祉センターの玄関
に飾る、本格的な「門
松」を一緒に作りませ
んか。
日時　25日㈭　午前9
時30分～正午
対象　市内在住の60歳
以上　10人（申し込み
順）
■申　前日までに電話か
直接福祉センターへ 門松を作りませんか

2014.12.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.12.15 8み ん な の ひ ろ ば

　11月13日、県文化会館中ホールで「夢の実
現のための農業改革」をテーマに「第14回千葉
県普及活動成果発表大会」（主催千葉県）が開
催されました。大会では印旛農業事務所が指導
にあたり、市内の若者梨農家を中心に平成24
年に発足した「梨友会」（会員30人）の皆さん
が、日頃の活動について発表を行いました。会
からは「梨友会の主な活動は梨の栽培技術習得
で、摘

てき ら い

蕾や摘
て き か

果など基本作業の講習会を行った
り、他梨園との食味の違いを知るための品質比

較や他産地との交流も行っています。また、会の運営も将来中心となって組合運営をして
いくための勉強の場となっています」と話してくれました。
　11月12日には市と「梨についての情報交換」も行われました。会からは「『梨のまち白井』
ということを市内の人にも改めて認識してもらうために、すぐにできる事として駅前で梨
を販売したり、長期的には「なし坊梨」の開発や、梨の研究所（なし坊ファーム）の開設
をしたい」などいろいろアイディアが出されました。市の特産である梨をさらに広め、「梨
のまち白井」を本気で考えている若者たちにこれからも注目していきます。

　女子野球チーム「千葉マリーンズ」に所属
する、七次台中学校野球部の岩淵風香さん（3
年生）と木村涼香さん（2年生）が10月12日に
開催された「第9回15U全国KB野球秋季大会」
（印西市で開催）に出場し、見事優勝を果たし
ました。
　決勝戦は1回の表に2点を与えましたが、終
盤の6回の裏2アウト満塁で木村さんが走者一
掃の決勝打を放ち3点をあげ、7回最終回には
岩淵さんが0点に抑え3対2の逆転勝ちとなりま

した。チームのキャプテンとピッチャーを務めた岩淵さんは当大会の最優秀選手賞に輝き
ました。
　岩淵さんは「最終回はバックを守っているメンバーを信じていたので、緊張することな
く落ち着いて投げる事ができました」、木村さんは「打席に向かった時は絶対に打ってや
るって強い気持ちで臨みました」と話してくれました。二人は高校に進学しても野球を続
けていきたいとのことでした。二人の将来と女子野球の今後の発展に期待です。

道
な
活
動
を
行
い
、
団
体
と
し
て

の
体
制
が
整
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

社
会
的
信
用
を
一
層
確
保
す
る
た

め
、
平
成
22
年
10
月
に
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
の

認
証
を
受
け
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
谷
田

武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会
」
と
な

り
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
数
は
、
正
会
員
65

人
、
賛
助
団
体
会
員
1
団
体
、
賛

助
会
員
18
人
、
賛
助
子
ど
も
会
員

25
人
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
会
で
は
開
発
除
外

地
の
所
有
者
で
あ
る
企
業
庁
の
許

可
を
得
て
、
こ
の
里
山
の
自
然
環

境
を
保
全
す
る
こ
と
を
願
い
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

未
来
へ
引
き
継
ぐ
自

然
環
境
　

　
桜
台
地
区
に
隣
接
し
、
印
西
市

に
ま
た
が
る
谷
田
・
武
西
地
区
内

の
千
葉
県
企
業
庁
用
地
は
、
昭
和

61
年
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業

区
域
縮
小
に
伴
い
開
発
区
域
か
ら

除
外
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
現
在
は
湧
水
地
、湿
地
、原
っ

ぱ
や
樹
林
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残

り
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
開
発
除
外
地
と

な
っ
た
こ
の
地
域
の
保
護
・
保
全

活
用
事
業
を
行
い
、
人
と
自
然
の

よ
り
良
い
関
係
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年

10
月
に
任
意
団
体
「
谷
田
武
西
の

原
っ
ぱ
と
森
の
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
設
立
後
は
、
人
々
が
大
切

に
し
て
き
た
里
山
の
自
然
環
境
を

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
こ
う

と
、
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
地

画
的
、
継
続
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
は
、
平

成
26
年
度
の
重
点
事
業
の
一
つ
と

し
て
「
谷
田
・
清
戸
地
区
里
山
保

全
推
進
事
業
」
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
当
会
は
こ
の
市
の
事
業
と

協
働
し
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

で
参
加
で
き
る
次
の
よ
う
な
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

●
林
の
中
の
枯
れ
枝
な
ど
の
始
末

や
下
草
刈
り
、
原
っ
ぱ
の
草
刈
り

な
ど
の
保
全
事
業

●
草
原
性
植
物
お
よ
び
林
床
植
物

の
保
全
・
再
生
事
業

●
植
物
や
昆
虫
、
野
鳥
な
ど
の
調

査
研
究
事
業

●
ご
み
清
掃
や
幼
児
と
親
に
よ
る

里
山
歩
き
支
援
な
ど
の
協
働
事
業

●
自
然
観
察
会
や
親
子
自
然
体
験
な

ど
の
環
境
学
習
・
環
境
教
育
事
業

●
市
民
活
動
ま
つ
り
や
各
種
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
な
ど
に
よ
る
広

報
事
業

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
計

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
25

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
谷
田
武

西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会

自然観察会の様子

「女子野球　第9回15U全国KB野球秋季大会」
逆転優勝に導いた岩淵風香さんと木村涼香さん

市長室に訪れた岩淵さん（右）と木村さん（左）

天
　
冬
麗
の
野
に
半

は
ん
じ
ょ
う
畳
を
飛
ば
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

地
　
晩
学
の
道
に
落
葉
の
匂
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

人
　
一
閃
に
冬
空
を
裂
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

【
選
評
】　
天
　
半
畳
と
は
揶や

ゆ揄
や
冗
談
の
事
で
今
は
知
る
人
も

少
な
い
言
葉
だ
。
友
人
と
冬
晴
れ
の
野
に
遊
び
に
来
て
冗
談
を

言
い
合
っ
て
い
る
。
半
畳
を
知
っ
て
い
る
事
に
感
心
し
た
。

地
　
晩
学
と
落
葉
が
よ
く
取
合
っ
て
い
る
。
心
の
落
着
や
静
け

さ
を
思
わ
せ
、
し
み
じ
み
と
さ
せ
る
。
人
　
冬
空
は
澄
ん
で
固

い
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
を
切
り
裂
く
様
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音

が
響
く
金
属
製
の
鋭
い
音
と
冬
空
が
よ
く
合
っ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
空
は
晴
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　

黄
昏
て
塒

ね
ぐ
らを
め
ざ
す
椋
万
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
上
野
寛
義

日
光
の
湯
滝
滔と
う
と
う
山
粧
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

授
か
り
し
命
や
小
春
う
ら
う
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

秋
雨
の
止
み
た
る
闇
に
猫
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

風
誘
ふ
戦
場
が
原
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

古
の
色
の
深
さ
よ
垣
根
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
れ
ば
師
走
の
風
が
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

　ふ
る
さ
と
の
放
射
線
量
下
が
り
し
か

那
珂
川
に
群
れ
て
鮭
遡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

【
選
評
】　
鮭
が
川
を
遡
る
の
を
見
て
、
放
射
線
量
が
下
が
っ
た

の
で
は
と
思
い
や
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
復
興
へ
の
願
い
が

鮭
に
託
さ
れ
た
一
首
で
す
。

分
校
の
小
さ
な
机
に
絵
を
並
べ
　

風
景
画
展
　
秋
の
陽
温
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

福
寿
大
学
に
学
び
し
想
い
深
く
し
て

友
等
と
語
る
時
惜
し
み
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　   

　
　
印
南
満
子

一
羽
の
み
来
て
ゐ
し
白
鳥
飛
び
去
り
て

池
を
見
て
を
り
見
知
ら
ぬ
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

ゆ
っ
く
り
と
雲
の
流
る
る
空
の
下

も
み
ぢ
の
山
の
彩
深
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

　9月に開催された「千葉なし味自慢コンテスト」（主
催千葉県ほか）で、白井市梨業組合員の山﨑進さんが
出品した梨が千葉県知事賞を受賞し、11月13日に千葉
県自治会館で表彰されました。
　山﨑さんは過去に奨励賞の経験が有り、今回で2回
目の栄誉となります。山﨑さんは「今年は特に天候に
左右されることもなく順調に収穫する事ができました。
梨づくりで重要な「着

ちゃっか

果」や「剪
せんてい

定」などは基本を大
事にしています」と話してくれました。これからもおいしい梨づくりに励んでください。

基本を大事にした梨づくり
山﨑進さんが千葉県知事賞を受賞

千葉県知事賞を受賞した山﨑進さん

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
会
の
活

動
に
興
味
の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
入
会
費
は
無
料
で
年

会
費
は
2
千
円
（
学
生
は
千
円
、

高
校
生
以
下
は
無
料
）
で
す
。

　
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
活
動
の
様

子
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
会
の

ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://

h
arap
p
an
ok
ai.w
eb
.fc2.

com

）
で
確
認
で
き
ま
す
。

連
絡
先
　
矢
野
☎
0
8
0
（
5
0

8
7
）
7
2
3
5
・

y
m
h
ar

appa@
y
ah
oo.co.jp

　

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1

発表した「梨友会」の皆さん

未来の梨産地を担う若者たち
「梨

りゆう

友会」が日頃の活動を発表


